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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では、2009 年度より行ってきた檀王法林寺・西寿寺所蔵の掛幅絵の調査・研究を継続
しつつ、掛幅絵の背面にある結縁者名の整理・分類を進め、17 世紀の掛幅絵の制作背景、及び
それに付随して語り伝えられた説話や物語について検討し、民衆信仰の実態解明を目指した。
研究期間内の具体的な成果としては、檀王法林寺所蔵「中将姫臨終感得来迎図」の検討を中心
とし、寺院史料を用いてその制作背景と展開の様相について明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 

This research continues my work from 2009 on the illustrated hanging scrolls in the 
collections of Dannouhourinji and Saijyuuji. By organizing the figures related to the 
scrolls, investigating the 17th-century background, and analyzing the various tales 
associated with them, I am aiming to elucidate the nature of folk beliefs at this time. 
The result of this period of research consists of my clarification of the circumstances 
surrounding the making of the Chuujouhime Rinjuukantoku Raigouzu by using temple 
documents.  
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は、主に室町時代から江戸時代前期
を中心とした寺院ネットワークと文芸活動
の関係について解明することを目的として
いる。中でも、室町時代から江戸時代前期の
浄土信仰が、具体的にどのようなかたちで、
民衆の間に浸透していったのか。中将姫説話
の展開について調べを進めつつ、文芸生成に
関わる根本的な問題として、在地で活動した
漂泊僧らの実態について寺院文書を含む在
地資料を精査しながら、具体的に検証してい
くという手法で研究を進めてきた。 

 
２．研究の目的 
本研究は、室町時代から江戸時代前期に制

作された縁起絵巻・掛幅絵の制作背景につい
て検討し、これらの絵画を求めた民衆の生活
と信仰の実態を明らかにすることを目的と
する。特に、2009 年度より行ってきた檀王法
林寺・西寿寺所蔵の掛幅絵の調査・研究を継
続しつつ、掛幅絵の背面にある結縁者名の整
理・分類を進め、17 世紀の掛幅絵の制作背景、
及びそれに付随して語り伝えられた説話や
物語について検討し、民衆信仰の実態解明を
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目指す。 

 

３．研究の方法 
本研究では、江戸時代初期における江戸幕

府の宗教政策と袋中との関わりについて検
討すると共に、袋中の全国的な足跡と活動状
況を踏まえつつ、主に晩年、京都や奈良を中
心とし、民衆を教導した活動の実態について
検討する。袋中の足跡を確認しつつ、関連寺
院の所蔵資料／史料を精査し、袋中と民衆の
関わりについて調査を進める。研究の基本姿
勢は、フィールドワ－クである。 
 
４．研究成果 

 23年度は『当麻曼荼羅と中将姫』（勉誠出

版、2012年2月）刊行にあたり、その第一章に

①「浄土憧憬―檀王法林寺蔵「中将姫臨終感 

得来迎図」をめぐって―」と題し、論文を執

筆したほか、関連資料を新たに翻刻し所収し

た。また、②「在米の中将姫物語―享受の諸

相―」（『説話文学研究』46号、2012年）、

③「Unfolding Chujohime Lore:Following 

Leads from the Painted Life of Chujohime at 

the Taima Temple Nakanobo Cloister」

（『Publishing the Stage:Print and 

Performance in Early Modern Japan』Center 

for Asian Studies University of Colorado 

Boulder、2011年）に研究成果を報告した。 

 これら一連の研究は、当麻寺に伝来する観

経曼荼羅（当麻曼荼羅）にまつわる中将姫説

話に関するもので、主に絵巻・掛幅絵といっ

た形式で伝来する中将姫説話に関する研究で

ある。特に、拙著第一章にまとめた論文①は、

掛幅絵の制作の場を追究しつつ、当時の人々

の暮らし、信仰形態について論じたものであ

る。この研究は、檀王法林寺所蔵「中将姫臨

終感得来迎図」という掛幅絵に関する論考で

ある。新出伝本として、従来知られていなか

った西寿寺所蔵本、ミシガン大学美術館所蔵

本を提示した。個々の掛幅絵の制作に関する

史料を精査した結果、中将姫の往生を描いた

この絵については、檀王法林寺の袋中に帰依

した北出妙尊・嘉兵衛母子によって、元和7

年（1621）に西寿寺所蔵本が最初に制作され

たことが明らかとなった。さらに、それは当

麻寺の来迎会を再現しようとしたもので、絵

師（竹坊）は現地に赴き、法会の様子や伽藍

や周囲の景観などもスケッチしたうえで描い

たものであったこと、檀王法林寺所蔵本はそ

の2年後、急逝した末弟の供養のために再び制

作されたものであったこと、さらに檀王法林

寺所蔵本と共に同寺に伝来した『当麻踟供養

図記』の記述と共に、絵に描かれた中将姫説

話は、袋中の著作『当曼白記』に通じる解釈

がなされており、しかも、描いた絵師（竹坊）

もまた袋中と深い結びつきを持つものである

こと、既に紹介されていた誕生寺所蔵本、そ

して本研究で新たに所在が明らかとなったミ

シガン大学美術館所蔵本の存在は、北出家一

族の周辺で作り出された新しい来迎図が、同

家を離れて拡がっていったことを示唆するも

のであることなどを指摘した。以上論文①に

より、他に例をみない「中将姫臨終感得来迎

図」は、近世前期における当麻曼荼羅信仰の

ひとつの興味深い事例として、注目すべきも

のであることを指摘した。 

 論文②は、ボストン美術館、ハーバード大

学美術館での個人調査を行ったお伽草子『中

将姫』の二伝本の紹介を行った。各伝本の特

徴について論じ、位置付けについて考察した

論考である。ボストン美術館には絵巻2巻、ハ

ーバード大学美術館には絵巻1巻（元縦型奈良

絵本、破本）が所蔵されているが、これまで

一部でその存在は知られながらも未紹介の絵

巻であった。 

 論文③は、2011年3月にコロラド大学で行わ

れた研究集会「Publishing the Stage:Print 

and Performance in Early Modern Japan」で

の研究発表をもとにまとめた論考である。当

麻寺中之坊所蔵『中将姫絵伝』（2幅）の紹介

を行い、この掛幅絵に描かれた特異な場面で

ある大蛇済度の図像が、説経浄瑠璃『中将姫

御本地』や青本『中将ひめ』、狂言本『当麻

中将姫二代記』などに見られることを述べ、

継母が蛇身になる展開に通じている点などに

ついて論じた。 

これらの研究成果を踏まえ、24年度も引き

続き、絵画資料／説話・物語との関わりを意

識しつつ、それらの文芸がどのような空間で

求められ、制作されたかについて、調査／研

究を進めていくこととなった。 

 24年度は、以下3点を具体的な目標とし、研

究を進めた。 

(1) 京都・奈良にある袋中関連の諸寺（檀王

法林寺、西寿寺、西方寺、袋中庵、念仏

寺）に所蔵される掛幅絵の背面の調査か

ら、結縁者名を整理・分類し、これまで

の資料調査（文書や掛幅絵の箱書）に見

られる名前と照合する。袋中と個々の人

物を可能な限り具体的に検討する。 

(2) これまでの調査から明らかとなっている 

北出嘉兵衛らの町衆、及び（１）の調査

で明らかになってきた町衆と袋中の関係

について、寺院資料や袋中関連文献から

具体的に検討する。 

(3) 袋中関連寺院にある掛幅絵や付属する文 

学的資料（絵解き台本や説話・物語を含



 

 

む資料）を調査し、17世紀の掛幅絵の制

作及びそれに付随して語り伝えられた説

話や物語について検討する。 

24年度は、主に昨年度に続き、檀王法林寺・

西寿寺での資料調査を継続しつつ、掛幅絵の

背面にある記述の整理を進め、17世紀の掛 

幅絵の制作背景、及びそれに付随して語り伝

えられた説話や物語について考察を深めた。

その成果の一部として、仏教文学会シンポジ 

ウム「寺社参詣の展開と変容―中世から近世

へ」（於専修大学、2012年12月8日）でパネリ

ストとして「廻国の僧と民衆―布教と信心 

のかたち」というテーマで報告を行い、新出

の浄土曼荼羅の紹介を行った。この成果は『仏

教文学』38号に掲載される予定である。ま 

た、調査の過程で新たに明らかとなり、調査

寺院の軸木から確認された一連の文書（「京

都新聞」夕刊1面、2013年4月9日）について 

は、公開講座「當麻曼荼羅と中将姫説話の諸

相」（於奈良国立博物館、2013年4月20日）で

一般に向けて、新出資料の紹介を兼ねて報告

した。この内容については、『アジア遊学 寺

社圏論のパースペクティヴ』（大橋直義・高

橋悠介・藤巻和宏編、2013年12月刊行予定）

に掲載される予定である。 

 このほか、新出のお伽草子「かみよ物語」

の伝本紹介として「大阪府茨木市磯良神社（世

話方七軒）蔵「玉之井の縁起」絵巻につい 

て」（『伝承文学研究』61号）をまとめたほ

か、就実大学シンポジウム「瀬戸内海の寺社

縁起」（2012年11月10日）でパネリストとし 

て「『鞆浦観音堂縁起絵巻』の成立とその背

景」というテーマで報告を行った。 

 今後も引き続き、絵画資料／説話・物語と

の関わりを意識しつつ、それらの文芸がどの

ような空間で求められ、制作されたかについ

て、調査／研究を進めていく。具体的には、

浄土教絵画とその絵画に関連する説話・物語

の関係性、特に、袋中周辺で制作された浄土

教絵画を中心に、その制作にあたった絵屋竹

坊についても、さらに調べを進めていきたい

と考えている。 
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